
 

【いじめ防止対策推進法（第２条）】 

この法律において「いじめ」とは、児童・生徒に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍して

いる等当該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が

心身の苦痛を感じているものをいう。 

 

法令上の軽微ないじめ 社会通念上のいじめ 

 

１ 事実確認 

２ 指導 

３ 報告 

４ 保護者への

報告・説明 

５ その後の対

応 



 

１ 情報取得→報告 

２ 臨時学校いじめ対

策委員会の実施 

３ 事実確認 

４ 具体的対応方針案

の協議 

５ 保護者への報告・

説明（第１報） 

６ 市教委への報告 

７ より詳細な事実確

認 

→保護者への経過

報告 

８ 指導 

９ 保護者への報告・

説明（結果報告） 

10 その後の対応 



 

① いじめにより当該学校に在籍する児童等の

生命、心身又は財産に重大な被害が生じた

疑いがあると認めるとき。 

② いじめにより当該学校に在籍する児童等が

相当の期間学校を欠席することを余儀なく

されている疑いがあると認めるとき。 

 

１ 学校の組織的対応による

安全確保と不安解消のた

めの支援 

２ 重大事態の発生報告書の

作成、提出 

３ いじめ防止対策推進法に

基づく調査の実施と結果

報告書の作成、提出 

４ いじめ行為を受けた児童・

生徒の保護者に対する調

査結果に関する情報提供 


